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研究要旨 

 相模原市の乳幼児を対象に 12 年前に実施した乳児湿疹、アトピー性皮膚炎、食物アレルギー、

気管支喘息、アレルギー性鼻炎等の経年的な調査の再調査を行い、12 年間の各アレルギー疾患の

状況の変化をみることを目的とする。今年度は 4 か月児、8 か月児、1 歳児の調査を前提に準備を

進め、2014 年 1 月から 4 か月健診受診者に対して調査を開始した。4 か月児の調査は 2014 年 12

月まで実施予定である。対象者にはその後 8 か月時と 1 歳時に追跡調査を行う。 

 

A. 研究目的 

 2002 年 1 月から 12 月に相模原市の 4 か月健診

を受診した児を対象に、4 か月健診時、8 か月時、

1 歳時、3 歳時、5 歳時、7 歳時にアレルギー性疾

患に関するアンケート調査を行った。当時は国内

で食物アレルギーの罹患率の正確なデータがなか

ったが、我々の調査により乳児期の罹患率は約

10％であることが明らかになった。今回同様の調

査を行い、前回調査結果と比較することで 12 年間

での状況の変化をみることを目的とする。 

 

B. 研究方法 

 2014 年 1 月から 12 月までの 1 年間に相模原市

の協力の下、相模原市の 4 か月健診の会場におい

て、乳児の保護者の中で同意を得られた方を対象

として栄養状況・湿疹の状態・食物除去の有無・

医療機関受診状況・アレルギー検査に関してアン

ケート調査する。調査に関する説明文書と調査票

は相模原市から健診票と共に発送され、4 か月健

診の会場において調査員が回収し、対象者にはそ

の後 8 か月時と 1 歳時に追跡調査を行う予定であ

る。4 か月健診における調査は基本項目と乳児湿

疹を有する時の割合を明らかにすることを主目的

に実施する。調査項目を次頁に示す。2002 年の調

査と比較できるようにほぼ踏襲した内容とした。 

 

C. 研究結果 

 相模原市の人口は約 72 万人、2012 年の年間出

生数は 5,843 人であり、国内の出生数の約 0.6％に

相当する。 

 今年度は、1 月からの実施する 4 か月時の調査

について調査票や調査方法を相模原市健康企画局

保健所と協議し決定した。国立病院機構相模原病

院の倫理委員会の承認を 2013 年 12 月に受けた後

に調査を開始した。 

 調査を 2014 年 1 月から開始し、1 月度の健康診

査受診者 498 名に対して 378 名分の調査票を回収

した（回収率 75.8％）。2014 年 12 月まで健診会

場での調査票回収を続ける。 

 



D. 考察，E. 結論 

 前回の調査の回収率 88.3％（5239/5,932 名）と

比較すると低率であるが、個人情報保護法施行

（2003 年）等、時代背景の変化が一因と考えられ

る。 

 次年度以降は集積した調査結果を解析し過去の

データと比較して報告する。 
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１）お子さんにかゆみをともなった湿疹はありますか？ 

① その湿疹はどのくらい続いていますか？ 

② どこにその湿疹はできていますか？  

③ その湿疹に関して医療機関を受診しましたか？ 

   ③-1 どの科にかかりましたか？ 

   ③-2 その結果はいかがでしたか？ 

   ③-3 どの検査を受けましたか？ 

  ③-4 陽性と判断された原因物質はどれでしたか？  

２）お子さんの栄養は、生後から現在まで次のうちどれにあてはまりますか？ 

  母乳栄養のみ ／ 人工栄養のみ ／ 混合栄養（母乳と人工栄養の両方使用した） 

① お子さんの現在のアトピー性皮膚炎または食物アレルギーのためにお母さんが除去している食物はありま

すか？ 

   ①-1 どの食物を除去していますか？  

   ①-2 どなたの判断で食物を除去していますか？  

② 特殊ミルクを使っていますか？ 

   ②-1 使用しているミルクの名前に○をつけてください。 

   ②-2 どなたの判断で使用していますか？ 

３）ご家族でアレルギー性疾患（喘息・アレルギー性鼻炎（花粉症も含む）・アトピー性皮膚炎・食物アレルギー）をお持

ちの方はいらっしゃいますか？ 

４）ご自宅に同居している方でタバコを吸う方はいらっしゃいますか？ 

５）ご自宅またはご実家でペット（イヌまたはネコ）を飼っていますか？ 

６）お子さんは何番目のお子さんですか？ 

７）本日のお子さんの体重と身長をご記入下さい。 

4 か月時調査項目 
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